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出 産 ・成 長  3100

横 山 廣 子*

1. 出産における慣習 2。 成年段階における慣習

 この大項 目は,出 産関係 の4項 目と,成 年段階に達 した ことを示す慣習の6項 目に

わけ られ る。テ クノニ ミー(3105)は,出 産を契 機 としてお り,ま た父親や母親の ス

テータスが孫 の誕生 によ って祖父母 のそれへ と移行す ることも明示す るが,第 一義的

には,結 婚 した男女 が父 あるいは母とな り,そ の意味で一人 前になったことを示す も

の といえ る。そ こで集団的成年式(3109)な どの5項 目と ともに後者グループに入 れ

て考え ることが妥 当で あろ う。

 1.出 産 に お け る 慣 習

 出産関係 の4項 目で は,ま ず,坐 産(3101)と 竹 刀(3102)の 相 関が きわ めて高い

ことに気がつ く。す なわち,両 項 目の データのそろって いる62民 族 のうち,両 方 とも

存在す るのは44民 族,両 方 とも存在 しないのは6民 族で,こ れ はあわせて80%近 くを

占めることになる。 この傾向は1985年 の 中間報告時か ら変わ っていない。坐産 と竹刀

の分布はア ッサ ムか ら東南 アジア大陸部の山地,ニ ューギニ ア,メ ラネ シア,ミ クロ

ネシア,台 湾な どに と くに集中 してい る。坐産が67民 族で見 られ るのにたい し,竹 刀

は82民 族 で確認 されて お り,よ り広範 な分布 を示 して いる。竹刀はあるが坐産 はない

民族は,大 ス ンダ列島の民族,と りわけJavaneseやMakassareseな ど イス ラムの

高文化の影響を うけたいわゆ る 「新マ レー」 の民族に比較的多い。 これは元来 あ った

坐産がのちに喪失 した と考え られ るのではないか。一方,坐 産 はあるが竹刀のない民

族 がEaster, Maoriな ど 東 部ポ リネシァの なかで も=遅れて移民がおこなわれたとさ

れる民族に多い。坐産 と竹刀 はネグ リー トやオース トロア ジア,オ ース トロネ シア,

シナ ・チベ ットの各言語系統 に広 く分布 し,し か も古 い文 化要素 を比較的多 く残 して
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いるといわれ る民族 に存在す ることか ら考えて,東 南アジアおよびオ セアニアの古 い

文化層 に属す るもの と思われ る。

 産 婦加熱(3104)は 上 述2項 目間 ほどで はないが,坐 産 および竹刀 と相 関性の ある

分布 をみせ る。 中間報告時はオセアニアの データ入力が少 な く,分 布が 「イン ドネシ

ア以西」 に限 られていたが,今 回の結果 か ら は ポ リネ シァにまで およぶ ことが明 ら

かにな った。 しか し,島 喚部 の う ち,台 湾,フ ィ リピンはBukidnonに 唯一認 め

られ るの みで,オ セァニァ地域では分布 が拡散的かつ希薄であ る。 また,Burmese,

Siamese, Cambodianと い った大 陸部の高文化諸民族に も存在 する一方で,マ ダガ

スカルに おける分布密度が坐産や竹刀 よ りも若干高い。 これ らはいかに解釈 すべ きで

あろうか。0つ の解釈 と して,オ ース トロネ シア語系民族 が台湾,フ ィリピンか らイ

ン ドネ シァ領域に進出 したの ちに,こ の慣習が東南ア ジア大陸部方面 から南進を し,

西 はマダ ガス カルへ,東 はオセアニアへ と広が った と考えることがで きる。それ は,

つ ま り,坐 産や竹 刀と比べ ると,産 婦加熱の ほうが新 しい文化の波 において伝播 した

ことを意味す る。

 擬 娩(3103)が 確 認 されているの は全部で九つの民族 のみであ る。 しか し,そ の居

住地 は分散 して おり,言 語系統的にも多様であ る。注 目され るの は,モ ンﾘク メール

語系のNicobarcse, Senoi,さ らにLaos Thai Miao, Yapと い うよ うに,他 の言語

系統の民族 よりも早 くか ら当地に居住 していた とみ られる民族や,後 続の民族の進 出

によ って孤立化 した民族,あ るいは言語接触の複雑 さゆえか言語系統 的に まだ十 分に

解 明され ていない民族に,こ の慣 習が報告 されてい ることであ る。g民 族すべて にヤ

ムイモ栽培(1303),8民 族 にタ ロイモ栽 培(1301),婚 資(3204),7民 族 にブタ

飼 育(1321),槍(2815),6民 族 に掘棒(1313),ニ ワ トリ飼 育 (1320),キ ンマ

噛み(1404),シ ングルア ウ トリガー ・カヌー(1703),腰 みの(2307)な どが共通 し

てみ られ,擬 娩の慣習の背景 とな っている社会の輪郭が浮 かびあが って くるよ うに思

われる。 また,擬 娩 とその他の出産 関係の項 目との相 関は見 られない。本大項 目中で

は,9民 族 中,4民 族 にみいだせる若者宿(3107)と の共存の度合いが もっとも高い。

2.成 年段階におけ る慣 習

 成年段階の諸慣習のなかでは若者宿 と集団的成年式(3109)の 分布の一致がもっと

も著 しい。両項目のデータのある64民族に関 して見ると,両 方が存在する民族は26,

両方とも存在 しない民族は25で,合 わせて約80%で ある。この両項目は男の家(2115)
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や年齢階梯制(3413)と も高い相 関性 を示 し,一 般に男性の連帯 が強調 され る傾向の

あるニューギニア ・メラネ シア地域 にもっとも分布が集中 しているの もうなず ける。

若者宿 と集団 的成年式 はア ッサム ・ビル マ地域に も比較的多 く分布 するが,こ ちらで

は集 団的成年式 よりも若者宿の存在 が突 出 している。 中間報告で指摘 されてい る,ナ

ガ系諸族 における防御組織の発展 などに見 られる集落組織の強さと若者宿の結びつ き

は,た しかに認 められ る。

 ま たと くにア ッサムを中心 とす るチベ ットー ビルマ語系諸族の特徴 は,そ れが娘宿

(3108)も と もなう場合が多いことであ る。一般に若者宿が存在す る民族 には,か な

らず しも娘宿が存在す るとは限 らず,若 者宿 のある55民 族 中,12民 族 においてのみ娘

宿 がみ られ る。一方,娘 宿 は全部で16民 族 において しか確認 されて おらず,娘 宿 のあ

る場合の75 ｰoは 若者宿 との共存であ る。そ して若者宿 と娘宿が共存す る12民 族 の うち,

チ ベ ッ トﾘビ ルマ語系 は7を 数え る。 さらに,残 る5民 族 はポ リネシア地域 が3民 族

にSumbanese, Bontok Igorotと な っている。

 こ こに おいて,若 者宿 ・娘宿 とハイネーゲル デルン(Heine-Geldern, R.)の とな

え る巨石文化複合 との 関連 を考え ざるをえない[ハ イネーゲル デル ン 1961]。 勲 功

祭宴(4211)と 巨石記念物(4212)は 若 者宿 および娘宿のあ る12民 族の なかで,そ れ

ぞれ5民 族 と8民 族に存在 す る。単 なる偶然の一致 とかたづけて しまいに くい。 中間

報告 においては,テ クノニ ミー(3105)と 巨石文化 との関連 の可能性が提起 された。

本研究 のデータに よると,数 字的に は,さ らに若者宿 ・娘宿 と巨石記念物の相関のほ

うが著 しい。若者宿や娘宿の存在 は世代的社会秩序 と結びつ きやすい ように おもわれ

る。 テクノニ ミーは,子 にたいす る親のステータスを尺度 の基準 とす る世代秩序であ

り,勲 功祭宴 は勲功 による世代的秩序 の上積 みと考え られないであろ うか。

 また,こ の ように考 えると,若 者宿 ・娘宿 とテ クノニ ミーとの間に もなん らかの相

関性が認め られて もよいはずだが,本 研究の データによれば,む しろ相 関性 は低い。

若者宿 とテクノニ ミーに関す る情報がそろ っている44民 族 において,両 方 とも存在す

るの は9民 族,両 方 とも存在 しないのは10民 族であ る。娘宿 とテ クノニ ミーに関 して

は,35民 族 の うち,共 存す るのが3民 族,両 方存在 しないのが15民 族で ある(た だ し,

テ クノニ ミーに関 して はその存在 が十 分にデ ータ としてとらえ きれていないことを感

じる。 た とえば中国南部の多 くの民族 やタイ語系民族 にテクノニ ミーが あるはずだが,

そ れ らはデータ化 されていない。 これは使用 した資料の問題がある。今 回の よ うな研

究 において は常 に資料の限界性の 問題 がつ きまとうの はいた しかたないが,そ れで も

資料の収集 および選定 に関 して改善点 はなか ったか,と い う反省点 は残 る。)若 者宿 ・
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娘宿とテクノニミーは,両 者ともた しかに世代的秩序との関係が考えられるが,一 方

は集団的な性格をもち,他 方は個別的 ・個人的である。この違いが両者の分布のずれ

をもたらす一つの要因と考えるならば,テ クノニミーと集団的成年式の分布の不一致

も同様の要因によって説明することができよう。

 テクノニ ミーの分布と若者宿および集団的成年式の分布はかなり対照的である。後

者の分布をながめると,分 布の空白あるいは希薄な地域としてマレー半島から大スン

ダ列島,そ してマダガスカルを,密 集地域としてニューギニア ・メラネシアをあげる

ことができる。これらの地域はテクノニ ミーの分布に関 してほぼ逆の状況を呈 してい

る。また,東 南アジア大陸部ではモンークメール語系民族に集団的成年式が多いとい

う特徴がみられ,タ イ語系にはない。そして,本 研究ではデータがよくひろえていな

いが,テ クノニミーはタイ語系諸族には顕著にみられる。ただし,注 意 しなければな

らないのは,両 者が互いにまった く相いれない文化要素というのではない点である。

両者は一面において補完的性格をもつゆえ,補 完的分布状況を示 しやすいといえよう。

 中間報告においてはマレーから大スンダ列島にいたる東南アジア島喚部西部の集団

的成年式の欠如の原因として,イ スラム文化の影響が考えられると述べられた。イス

ラム文化の流入以前に同地域にも集団的成年式があったならば,イ スラム化によって

それが消失 した可能性はおおいにあろう。(た だし,Malayに 集団的成年式があると

いうデータは,集 団的におこなわれる男子の割礼をそれとみなしたものと思われる。

そして,こ こではイスラム教と集団的な割礼式 との結びつきがある。)し かしながら,

大 スンダ列島においては,イ スラム文化の影響が少ないとおもわれる民族もふくめて,

おしなべて集団的成年式の存在が確認されておらず,高 文化以前の文化複合の問題を

考える必要がある。

 今のところ,集 団成年式を含む,よ り古い文化複合と,そ れのない,よ り新 しい文

化複合というものを考えることができる。後者の担い手は大陸部の場合,双 系出自を

認め,集 団的組織があまり発達 していないタイ語系民族をその代表とすることができ

る。島懊部においてはいかに考えるべきであろうか。

 嚥下モチーフ(3110)は わずかに4民 族において確認されたにすぎず,統 計的に相

関性を論じるにはデータが少なすぎる。 しか し,そ の分布領域は予想された通 り,集

団的成人式のもっとも集申しているセラム島からニューギニア,メ ラネシアにある。

 初経時の幽閉(3106)が 認められるのは,中 間報告時の4民 族から21民族にふえた。

分布図からは,こ の慣習の分布が著 しいのは ミクロネシアからニューギニァ北岸地域

といえる。大陸部ではAndamaneseとCambodianに 認められるのみで,両 者 とも
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古い文化要素を残 している可能性がある。アッサムにおいてこの慣習が見 られないの

は,本 来,チ ベットﾘビ ルマ語系民族の文化複合には含まれない要素と考えてよいの

であろうか。他の項目との関係では,娘 宿の存在 と全 く一致 しない点が興味深い。ま

た,そ の他の成年毅階の慣習との共存もきわめて少ない。

 しか し,初 経時の幽閉の負の相関,す なわち両方 とも存在 しないというデータが確

認できる場合を見ると,本 大項目内では相関性の高い順に,娘 宿,嚥 下モチーフ,擬

娩,集 団的成年式,若 者宿,産 婦加熱,テ クノニ ミー,坐 産,竹 刀となり,存 在自体

の少なさが負の相関を高めることを考慮 しても,な お,娘 宿並びにその他の成年段階

の諸慣習との負の相関の高さを認めることができる。このことは,初 経時の幽閉と娘

宿や若者宿,あ るいは集団的成年式は共存 しないが,し か し0定 の範囲の民族におい

て補完的に分布する傾向があるのを示唆 しているといえるのではないか。正の相関で

は,月 経小屋(2113)や 産小屋(2112)と の関係が強 く,当 然のことながら,そ れら

の慣習の背景としての経血や出産にたいする稼れの観念の存在が考えられる。
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